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Socialization 共同化 Externalization 表出化

Internalization 内面化

Tacit 暗黙知
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Combination 連結化

社内外での顧客との対面。社内を歩き回る。
休憩室や社内パーティでフランクに交流。

グループ討議によるコンセプトの創造。
スクリーンに映し出されるアイデア･マップの活用。

ノウハウ研修･企業大学などさまざまな場での
シナリオ共有･双方向プレゼンテーション。

グループ間、部門間でのドキュメント共有。
イントラネット、グループウェアなどを通しての情
報の交換。

individual 個人

organization 組織 environment 環境

group 集団

個人同士の知の共有 それぞれの思いを言語化

知を既存の知識や情報と
組み合わせて具体化

試行、実践で個人内部に
ノウハウとしてとりこむ

企業の中における知的源泉には、個人が経験やノウハウと
して内面化している｢暗黙知｣と、マニュアルや戦術として
組織全体に共有されている｢形式知｣があるといわれます。
それぞれは異なるものですが、同時に相互に作用しあい、補
完しあうものです。それぞれのノウハウを｢表出｣し、それら
を他の情報と組み合わせて｢連結｣し、試行･実践を通して再
び個人に｢内面｣化し、さらに組織として｢共同｣化する。新し
い知識創造を生み出すスパイラル。それをダイナミックに循
環させる ｢場｣の仕掛けが必要になります。

知識創造のための、
個と組織を循環するスパイラル

知識創造のモデル（SECI）（野中郁次郎･紺野登（1999）『知識経営のすすめ』）
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